ピンホールカメラとレンズカメラ　

針穴写真機といえば，昔なつかしいレトロなイメージがしますが，いまでも高層ビルの撮影には，ピンホールカメラが使われています。高層ビルのように長細いものを撮影する場合，レンズではどうしてもひずみがでてしまい，修正が難しいのです。そこで，ピンホールカメラの登場！となるのです。
とはいえ，私たち生命は，初期にはゴカイの目のようにピンホールでありましたが，進化の過程で，レンズ眼をもつようになりました。レンズ眼には，優れたポイントがたくさんあるからです。生命が，外界の状況を知るためには，より多くの情報を集める必要があります。レンズ眼は，レンズで光を屈折させて集光し，より多くの光の情報を，しかも必要とする位置の光の情報を適時に集め，生命を危機から守っているのです。
このようにピンホールカメラにも，レンズカメラにも，それぞれ特徴があります。ピンホールカメラとレンズカメラ，それぞれを順に作って違い比べてみましょう。
材料：ラップ類の芯2本，黒い紙，コンビニ半透明袋1枚，レンズ1個，黒布ガムテープ
工作（共通）：ラップ類の芯の1本を，半分程度の長さの2本に切り分けます。黒い紙を長さ30㎝程度にし，切り分けた2本のそれぞれに黒い紙を巻きずしのように巻き付けて固定します。このとき，切り分けた2本の芯の先端は，黒い紙の筒の一方に揃えます。これを2本作ります。
もう1本のラップの芯は切らないでそのまま使います。このラップの芯の片側の穴に，コンビニ半透明袋をかぶせてスクリーンを作ります。そしてこれを，いま作った黒い紙筒に，半分に切ったラップの芯が入っていない方から差し込みます。すると，ピストンとシリンダーのように，抜き差しができます。
◎ピンホールカメラ
　ここからは，ピンホールカメラを作ります。黒い紙筒の芯の入っている方の穴に黒い紙を当てふさぎます。そして，中心に針穴をあけます。スクリーンのついた筒を，奥まで入れてから，徐々に引き抜いていきます。すると，スクリーンに外の光景が写ります。
　上下，左右が反転していることを確認してください。
◎レンズカメラ
続いて，レンズカメラを作ります。もう１つの黒い紙筒の芯の入っている方の穴にレンズを当て取り付けます。スクリーンのついた筒を，奥まで入れてから，徐々に引き抜いていきます。すると，同じくスクリーンの外の光景が写ります。針穴カメラと像の明るさを比べてみて下さい。
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